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注 

注 1)一般的に走高跳における「はさみ跳び」は、空中局面において脚を交差させて入れ替えることによっ

て身体のバーへの接触を回避し、その際に身体を側方にやや倒すことが推奨されるが、本研究では

足からの安全な着地に重点を置いたため、空中局面において身体を側方へ倒すことには言及しな

かった。 

注 2)表 1の参加者数は、それぞれの回答が得られた数を表す。対象となる両跳躍運動の回答が得られた

対象者数によってクロス集計がなされるため、どちらか一方のみの回答しか得られなかった対象者は

含まれない。 
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片脚踏切跳躍運動における踏切使用脚決定要因解明の試み 

-量的データの検討から- 
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